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一
紳
農
本
経
所
載
薬
品
に
つ
い
て

森

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
京
都
大
島
入
文
科
壌
研
究
所

創
立
廿
五
周
年
記
念
論
文
集
所
牧

森
救
援
は
京
大
人
文
科
準
研
究
所
の
「
創
立
廿
五
周
年
記
念
論
文
集
」
に
、

「
紳
農
本
経
所
載
薬
品
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
卓
見
を
護
表
さ
れ
た
。
明
の
虚

復
、
清
の
孫
星
術
・
孫
鴻
翼
、
我
閣
の
森
立
之
等
の
紳
農
本
経
復
原
の
成
果
を

脳
陣
越
さ
れ
、
そ
の
恥
の
訟
の
に
本
草
文
献
態
的
な
批
評
を
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
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そ
の
諸
人
の
品
目
増
減
分
合
の
縁
由
を
さ
ぐ
り
、
本
経
品
三
百
六
十
五
種
の
薬

名
を
擬
定
さ
れ
た
。
森
教
授
と
し
て
は
、
中
園
生
薬
の
震
地
調
査
の
副
産
物
に

遁
ぎ
な
い
か
は
知
ら
ぬ
が
、
さ
す
が
に
そ
の
考
詮
は
精
微
を
極
め
、
森
教
授
・
な

ら
で
は
の
感
を
深
く
す
る
も
の
'
で
あ
る
。
し
か
し
全
篇
を
再
讃
す
る
と
、
い
さ

さ
か
部
見
と
異
に
す
る
所
が
あ
る
。
本
誌
を
か
り

τ部
見
を
誼
ベ
、
森
教
授
の

高
教
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

森
教
授
は
第
五
項
に
、
慮
復
以
下
の
見
解
を
異
に
す
る
品
目
を
、

a
よ
り
ー

に
至
る
十
二
践
を
奉
げ
、
之
を
批
到
す
る
こ
と
に
よ
づ
て
、
本
経
品
を
擬
定
せ

ん
と
し
て
い
ら
れ
る
。
そ
の
中
、

a
・
c
-
e
・
f
の
四
僚
を
除
く
外
は
、
誠

に
御
訟
の
通
り
で
あ
っ
て
、
間
然
ナ
べ
く
も
な
い
が
、
上
記
の
四
僚
に
は
、
い

さ
さ
か
見
解
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。

(
一
)
「

a

玉
石
部
中
品
の
銭
精
・
銭
落
・
鏡
を
一
僚
と
す
る
こ
と
(
孫
氏
・

森
氏
)
」
の
際
下
に
は
、
森
教
授
は
、
「
車
に
同
類
品
を
合
併
し
た
だ
け
で
、
別

に
根
擦
は
古
い
よ
う
で
あ
る
」
と
簡
単
に
解
決
し
て
計
ら
れ
る
。

案
、
や
ノ
る
に
仁
和
寺
蔵
新
修
本
草
残
本
に
は
、
銭
落
・
錫
・
鏡
精
の
順
に
排
列

し
、
銭
橋
の
係
下
に
の
み
陶
氏
集
、
注
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
集
注
は
、
こ
の
三

者
を
包
括
す
る
注
で
あ
る
。
由
来
、
陶
氏
の
集
注
は
、
例
え
ば
射
間
・
烏
橡
を

附
僚
と
ナ
る
烏
顕
に
於
て
見
ら
れ
る
が
如
く
に
、
敷
品
が
共
僚
し
て
い
る
時
は
、

そ
の
最
後
に
各
品
を
包
括
す
る
注
を
加
え
る
の
が
例
の
如
く
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
陶
氏
の
書
式
か
ら
推
す
と
、
錯
落
等
の
三
者
は
共
僚
の
も
の
と
見
得
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

二
一
)
「
C

玉
石
部
下
品
の
戎
塩
・
大
塩
・
歯
鹸
を
一
僚
と
す
る
こ
と
(
孫
氏

・
森
氏
)
」
の
燦
下
に
於
て
は
、
森
教
授
は
、
「

ωと
同
じ
く
同
類
品
を
合
併
し

た
と
い
う
以
外
に
根
擦
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
却
っ
て
「
本
草
経
」
の
七
情
僚

例
に
大
塩
の
名
が
見
え
る
ζ

と
か

b
、
一
ニ
者
共
僚
で
は
在
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
」
と
一
言
っ
て
恥
ら
れ
る
。

案
や

J

る
に
、
新
修
本
草
鶴
本
は
、
歯
献
・
大
塩
・
戎
塩
の
順
に
排
列
し
、
歯

鹸
の
僚
下
に
は
「
是
煎
塩
釜
下
凝
津
」
な
る
陶
注
が
あ
り
、
大
塩
の
傑
下
に
は
、

「
漏
麓
篤
之
使
」
な
る
相
使
の
文
が
あ
り
、
吠
塩
の
僚
下
に
は
詳
細
な
陶
注
が

あ
る
。
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
♂

ωの
場
合
と
異
な
り
、
歯
鹸
に
陶
氏
注
が
あ
る

か
ら
し
て
、
こ
の
三
者
は
別
降
し
た
が
如
く
に
思
え
る
。
こ
こ
に
注
意
す
べ
き

は
、
我
塩
の
僚
下
の
注
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
た
だ
挟
塩
の
た
め
の
注
で
は
な
く

し
て
、
歯
麟
・
大
揮
の
た
め
の
注
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
三
者
の
注
を
包
括
し
て

我
塩
の
僚
下
に
警
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ζ
ζ

に
重
賄
を
置
い
て
考
え
る
と
、

ζ

の
三
者
も
亦
共
僚
し
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
が
疑
わ
れ
る
。
今
歯
麟
僚
下
の

「
是
煎
塩
釜
下
凝
津
」
な
る
陶
注
を
考
え
る
と
、
そ
の
内
容
は
、
我
塩
燦
下
の

陶
注
の
歯
献
に
闘
す
る
注
文
と
は
ほ
と
ん
と
関
聯
が
な
く
、
従
っ
て
陶
弘
景
と

新
修
本
草
と
の
間
に
、
何
人
か
が
増
補
し
た
文
と
も
疑
わ
れ
る
。
般
に
こ
の
注

が
陶
氏
の
原
有
の
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
非
常
に
簡
皐
な
文
で
あ
る
か
ら
べ

陶
弘
景
は
之
を
濁
立
し
た
一
僚
の
注
文
と
は
取
り
あ
つ
か
わ
す
、
軽
く
附
注
θ

如
く
に
見
て
い
た
と
も
思
え
る
。
次
に
大
塩
僚
下
の
「
漏
議
篤
之
使
」
・
な
る
相

使
の
文
は
、
紳
且
民
本
経
原
有
の
文
で
あ
る
か
ら
、

ζ

の
一
文
の
存
在
は
、
陶
氏

共
僚
の
場
合
の
書
式
と
抵
鏑
す
る
所
は
な
い
。
歯
麟
等
三
者
の
中
で
、
七
情
の

記
載
の
あ
る
も
の
は
た
だ
大
塩
の
み
で
あ
る
か
ら
し
て
、
七
情
僚
例
に
大
塩
の

名
が
見
え
た
の
で
あ
る
。
七
情
僚
例
に
大
塩
の
名
が
見
え
る
か
ら
し
T
、
三
者

が
そ
れ
ぞ
れ
分
僚
し
て
い
た
と
疑
わ
れ
る
森
教
授
の
設
は
成
立
し
な
い
と
息
む

れ
る
。し

か
し
、
歯
織
の
陶
注
に
濁
し
て
は
、
上
越
の
よ
う
に
私
の
胞
併
設
に
よ
っ
て

否
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
三
者
が
共
僚
し
た
と
断
定
す

る
ζ

と
は
で
き
な
い
。
更
に
積
極
的
な
根
擦
を
必
要
と
す
る
。
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案
や
る
に
太
平
御
鷺
巻
九
八
八
石
薬
下
に
は
、

「
本
草
経
日
。
歯
鹸
一
名
寒
石
。
味
苦
。
治
大
熱
消
渇
狂
煩
。
戎
塩
主
明
白
昼

策
。
安
毒
議
。
大
塩
一
名
胡
塩
。
令
人
吐
。
主
腸
胃
結
熱
。
」
時
机
一
町
一
枇
肘
抗
胴
械

な
る
文
を
引
用
し
て
い
る
。
御
賢
所
引
の
こ
の
本
草
経
は
、
別
に
草
稿
を
草
し

て
述
べ
る
が
如
く
に
、
薬
名
↓
一
名
↓
薬
性
↓
主
治
な
る
書
式
か
ら
し
て
、
陶

弘
景
の
纂
定
以
前
の
紳
農
本
経
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
御
賢
所
引
の
本
草
経

に
つ
き
、
二
一
種
の
薬
品
を
共
保
し
て
恥
る
も
の
に
は
、
石
決
明
と
草
決
明
悠

海
蛤
と
文
蛤
同
一
、
大
豆
黄
巻
と
生
大
豆
時
引
が
あ
る
。
中
に
つ
き
石
決
明
と

草
決
明
、
海
蛤
と
文
蛤
と
は
、
陶
氏
集
注
に
明
ら
か
な
如
く
、
本
経
に
於
て
は

共
僚
し
て
い
た
の
を
、
陶
弘
景
が
分
終
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
豆
寅
巻
と
生
大

豆
は
、
そ
の
日
銀
注
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
如
く
に
、
開
賓
本
草
に
至
ヮ

て
分
保
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
φ
石
決
明
以
下
に
よ
っ
て
、
御
覧
所
引
の

・
本
草
経
に
共
僚
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
本
経
に
於
て
元
来
共
僚
さ
れ
で
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
之
に
よ
り
、
御
覧
所
引
の
本
草
経
に
、
歯
鹸
の

三
者
が
共
傍
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
経
に
於
て
も
共
僚
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
三
)
「

e

木
部
下
品
の
鼠
李
を
郁
李
仁
に
附
載
す
る
こ
と
(
森
氏
)
」
の
僚

に
、
森
教
授
は
「
全
く
異
類
の
も
の
で
、
こ
れ
を
共
僚
に
し
た
理
由
を
見
出
し

得
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

案
令
y

る
に
、
新
修
本
草
残
本
一
何
一
時
一
地
晴
香
で
は
、
郁
駿
の
・
弐
に
鼠
李
を
置
き
、

そ
の
陶
注
に
、
「
此
僚
叉
附
見
。
今
亦
在
副
品
限
也
。
」
，
と
あ
る
。
こ
の
陶
注
は

詮
類
本
草
に
は
肱
落
し
て
い
る
。
森
教
授
が

(
g
)
の
僚
に
言
わ
れ
る
が
如
く

ー
に
、
「
森
氏
が
雨
者
を
共
僚
に
し
た
の
は
、
賓
に
こ
の
天
壌
間
紹
無
僅
有
之
秘

笈
と
稽
せ
ら
れ
る
新
修
本
草
の
み
に
惇
存
す
る
陶
注
に
も
と
や

J

い
て
の
措
置
な

の
で
あ
る
L

。

(四
ν
「f

獣
部
中
品
の
牛
角
綿
を
上
品
の
牛
賀
に
附
載
す
る
こ
と
(
森
氏
)
」

、
の
僚
に
就
い
て
ほ
、
森
立
之
は
牛
角
偲
・
髄
・
臓
の
本
経
の
文
は
、
本
経
で
は

牛
黄
の
旗
下
に
附
載
し
て
あ
っ
た
の
を
、
陶
弘
景
が
之
を
一
括
し
て
分
保
し
た

と
す
る
に
鈎
し
、
森
教
授
は
本
経
に
は
既
に
牛
寅
と
牛
角
館
・
臓
の
雨
僚
が
あ

り
、
陶
弘
景
は
牛
貨
の
附
僚
と
な
っ
て
い
た
牛
騰
を
ば
、
牛
角
館
の
僚
に
改
置

し
た
と
解
し
て
b
ら
れ
る
。
之
は
全
く
森
教
授
の
苦
心
の
結
果
に
出
た
も
の
と

思
わ
れ
、
全
く
頭
の
さ
が
る
感
に
た
え
な
い
。
命

こ
の
雨
読
の
是
非
を
、
決
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
雨
読
の
相
異
は

之
を
要
す
る
に
、

「
此
朱
書
牛
角
餌
髄
其
謄
本
経
附
出
牛
責
保
中
。
此
以
類
相
従
耳
。
非
上
品

之
薬
。
今
抜
出
。
隠
例
在
此
。
不
閥
件
数
。
猶
是
墨
書
副
品
之
限
耳
。
」

・
な
る
陶
氏
集
注
の
解
揮
知
何
に
在
る
。
し
か
も
そ
の
中
心
問
題
は
「
其
膿
」
の

「
其
」
の
解
揺
に
在
る
。
森
立
之
は
「
と
」
「
命
よ
び
」
と
解
し
、
「
牛
謄
句
」

を
上
麗
し
て
讃
み
、
森
教
授
協
「
そ
の
」
と
解
し
、
「
牛
謄
」
を
下
属
し
て
讃
ま

れ
た
の
で
あ
る
。

「
其
」
の
字
を
如
何
に
諌
む
か
は
結
局
水
か
け
論
に
な
る
恐
が
あ
る
の
で
、

私
は
他
の
方
面
か
ら
之
を
考
え
た
い
と
思
う
。

先
令
y

器
類
本
草
に
つ
い
て
、
髄
・
膿
の
書
式
を
見
る
と
、
鰭
に
は
、
「
鯖
補
中
。

掛
骨
劇
o
i

刈
劇
掛
針
。
髄
味
甘
温
無
毒
。
主
安
五
識
。
:
・
・
」
欄
一
怨
判
刊
一
的
訪
日
伽
一
清
涼

文
臆
に
は
、
「
臓
可
刻
劇
。
隠
味
苦
大
寒
。
除
b
腹
熱
喝

0

・
・
・
・
」
と
あ
る
。
こ

の
書
式
は
本
草
経
の
一
般
の
書
式
と
異
っ
て
い
る
。
一
般
の
書
式
・
な
ら
ば
、
「
髄

味
甘
温
無
毒
。
欄
刷
。
樹
新
劇
。
列
閥
樹
明
。
主
安
五
臓

0

・
・
:
」
「
勝
味
苦
大

寒
。
除
心
腹
熱
渇
。
・
・
・
・
司
刻
襲
。
」
と
書
か
れ
る
筈
で
あ
る
。
か
か
る
常
に
異

る
書
式
、
か
よ
び
「
劇
・
・
・
・
髄
」
「
瞬
・
・
・
・
臆
」
と
本
経
と
名
醤
と
に
薬
名
が
重

出
し
て
府
る
ζ

と
は
、
共
に
そ
の
本
経
の
文
が
挿
入
さ
れ
た
ζ

と
を
示
す
も
む
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と
思
え
る
。
従
っ
て
髄
も
亦
騰
と
同
じ
く
、
そ
の
本
経
の
文
は
、
陶
弘
景
に
よ

っ
て
牛
黄
か
ら
移
置
さ
れ
た
も
の
と
言
い
得
ょ
う
。

弐
に
、
森
教
授
は
陶
注
の
「
不
関
件
数
L

に
つ
き
申
「
も
し
森
氏
の
よ
う
に
分

合
す
る
・
な
ら
ば
、
そ
れ
は
件
数
に
闘
す
る
。
・
・
・
・
上
品
の
牛
責
附
載
の
際
を
、

中
品
の
牛
角
関
係
下
に
移
置
L
た
と
す
れ
ば
、
件
敷
す
な
わ
ち
薬
敷
に
か
か
わ

り
が
な
い
」
と
述
べ
て
計
ら
れ
る
。
案
、
ヂ
る
に
、
文
蛤
の
陶
注
に
は
、
「
此
既
具

類
而
同
僚
。
若
別
之
則
敷
多
。
今
以
篤
附
見
而
副
品
限
也
。
」
と
言
い
、
産
の
陶

注
に
は
、
「
葱
麗
異
物
市
今
共
係
。
本
経
既
無
量
。
以
其
同
類
故
也
。
今
亦
取

矯
副
品
敷
。
」
と
あ
る
。
之
等
副
品
に
関
す
る
陶
注
の
文
は
、
い
A
Y
れ
も
本
経
三

百
六
十
五
種
の
教
を
保
持
す
る
が
矯
に
、
そ
の
一
一
僚
の
存
在
が
本
経
品
敷
を
増

加
す
る
疑
の
あ
る
時
に
書
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
牛
角
鵠
の
陶
注
の
「
不
関
件

数
」
は
「
牛
角
館
の
八
五
僚
を
副
品
と
見
な
す
か
ら
し
て
、
本
経
の
品
敷
に
は
関

係
し
な
い
」
と
解
す

4

へ
き
で
あ
ろ
う
。
若
し
森
教
授
の
如
く
に
、
牛
黄
僚
下
の

幅
帽
を
、
牛
角
館
僚
下
に
移
置
し
た
だ
け
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
嘗
然
本
経
口
回
数

に
関
係
は
な
く
、
従
っ
て
副
品
に
闘
す
る
陶
注
は
無
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
二
理
由
か
ら
し
て
、
私
は
森
立
之
の
附
載
設
に
賛
成
し
た
い
。
し
か
・

ら
ば
、
「
其
臆
」
を
如
何
に
讃
む
か
。
森
立
之
は
そ
の
本
草
極
致
注
に
、

「
其
臆
之
其
字
。
邸
是
果
之
俵
字
。
経
俸
作
竪
。
・
・
・
・
爾
碓
耀
詰
。
襲
奥
也
。

初
皐
一
記
径
八
州
都
繍
阿
部
以
一
式
。
楕
文
骨
堂
周
開
。
至
開
皇
三
年
罷
天
で
郡
其
鯨
。

但
隷
州
市
己
。
此
其
字
興
陶
注
同
文
例
。
蓋
亦
猶
興
也
。
」

と
言
い
、
「
其
」
を
「
と
」
「
治
よ
び
」
と
解
し
て
い
る
。
立
之
の
考
詮
の
是
弗

は
別
と
し
て
、
私
は
上
誌
の
理
由
か
ら
し
て
、
「
其
跨
」
を
上
属
し
て
讃
み
、
「
其
」

を
「
と
」
「
b
よ
び
」
の
意
味
に
解
し
た
い
と
思
う
。

(
玉
)
森
教
授
は
三
百
六
十
五
な
る
本
経
品
敷
に
合
す
る
た
め
に
、
孫
氏
設
に

よ
り
、
器
類
本
草
で
は
蓋
蓄
し

τ名
陸
自
品
と
す
る
升
麻
・
粟
米
・
黍
米
を
本
経

品
に
升
格
さ
せ
て
訟
ら
れ
る
。
中
に
つ
き
、
升
蹴
は
太
平
御
賢
九
九

O
所
引
の

本
草
経
は
、
薬
名
↓
一
名
↓
薬
性
↓
出
所
伽
…
路
一
容
↓
主
治
↓
震
地
融
酬
明
恥
一
一

と
吉
一
日
う
最
も
典
型
的
な
紳
農
本
績
の
書
式
で
か
か
れ
て
治
る
の
み
な
ら
歩
、
御

賢
所
引
の
「
呉
氏
本
草
目
。
升
廊
紳
農
甘
」
・
な
る
傍
設
も
あ
る
か
ら
し
て
、
升

臓
が
本
経
品
で
あ
る
ζ

と
に
は
、
何
等
の
異
存
は
な
い
。
し
か
し
粟
米
・
黍
米

は
、
御
覧
所
引
の
呉
氏
本
草
の
「
陳
粟
。
紳
農
寅
帝
苦
。
」
U
U

一
問
。
「
黍
。
紳
農
甘

無
毒
」
一
端
一
一
一
を
唯
一
の
根
擦
と
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
之
を
本
経
品
に
升
格

さ
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
沫
の
不
安
を
感
歩
る
。
そ
の
是
非
は
し
ば
ら
く
保

留
し
北
い
と
思
ち
。

(
六
)
結
語
以
上
に
よ
り
、
粟
米
・
黍
米
は
し
ば
ら
く
保
留
す
る
と
し
て
、

森
教
授
の
擬
定
さ
れ
た
本
経
品
三
百
六
十
五
種
の
中
、
私
は
銭
落
・
鏡
・
銭
精

を
、
園
鹸
・
大
塩
・
戎
塩
を
、
郁
李
仁
・
鼠
李
を
、
牛
寅
・
牛
角
線
を
夫
々
一

僚
に
合
保
し
た
結
果
、
六
種
伊
不
足
す
る
よ
う
に
怠
っ
た
。
こ
の
六
種
が
何
品

で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
森
教
授
に
よ
っ
て
、
そ
の

他
の
三
百
五
十
九
種
の
本
経
品
が
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
た
今
日
、
残
齢
の
六
種
の
擬

定
も
不
可
能
で
は
・
な
か
ろ
う
。

由
来
、
森
立
之
等
の
紳
農
本
経
復
原
は
、
専
ら
新
修
本
草
・
欝
類
本
草
を
中

心
と
し
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
之
等
と
系
統
を
異
に
す
る
も
の
に
は
、
大
し
た

研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
私
は
森
立
之
等
hh宥
過
し
た
諸
書
に
注
意
を
梯
い

た
い
と
思
う
。
と
の
意
味
か
ら
し
て
、
太
平
御
覧
所
引
の
本
草
経
、
孫
思
濯
の

千
金
要
方
、
話
晴
元
方
の
諾
病
源
候
線
論
等
の
惰
唐
醤
蓄
の
徹
底
的
研
究
を
提
唱

し
た
い
。
今
回
御
賢
所
引
の
本
草
経
を
調
査
し
た
結
果
、
昆
布
・
占
斯
・
石
肺
・

石
牌
・
虚
構
・
忍
冬
の
中
の
若
干
が
、
本
経
品
に
升
絡
し
得
る
の
で
は
・
な
か
ろ

う
か
と
疑
っ
て
い
る
。
い
ま
だ
結
論
を
得
て
い
な
い
か
ら
、
後
日
数
正
を
得
た

い

と

思

う

。

(

渡

漣

幸

=

一

)
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